




























── 鼻高 1964 年組織委員会英語通訳奮闘記 ──
加藤　忠明＊ 
2016 年 11 月 30 日受付










































































































































































私達公式通訳は，英語 340 名，フランス語 140























五輪銅メダリストの田中 [ 当時 ] 聰子先生にイタ
リアのカラフルなローマ五輪ショールを差し上げ


















































































































































































連 [ 当時 ] のヘビー級の大きな選手が凄く強い。































語学びたてである。1964 年第 18 回オリンピック
東京大会組織委員会がまとめた公式報告書が江戸
川大学の蔵書にもある。それには，日本人通訳は，
日本語と外国語一つしかできないので，具合が悪
く，ヨーロッパから，多言語を操る通訳を 13 名
採用したとある。組織委員会は，今の改装前の赤
坂離宮にあった。彼女らの有能ぶりには，目を見
張った。何しろ，数か国語が，電話を掛けながら，
ほとばしるように出てくる。羨ましい。素晴らし
い。ドイツから来た男性通訳とは，仲良くなって，
彼はオートバイを借りたいとしていた。何しろ，
英語が共通語でない時代，フランス人は英語など
大嫌い。クーベルタンが始めた五輪の主要言語は
フランス語，アテネフランセや日仏学院などから，
急遽採用したとしている。又，各国言語に対応す
るため，各国大使館に応援を求め，主要言語でな
い言葉を話す人を集めた。さすがに彼らの評判は
良かったようである。世界に2万もの言語がある。
特別視された日本人公式通訳も，2 言語しか対応
できない。私も，何度か，頼まれたりしても別の
言語だとどうしようもない。「通訳は大会が見れ
ないとか，文句を言って我儘だ」とかマスコミも
手厳しい。
　彼らからの刺激を受けて，それなりに，多言語
を学ぶ意欲が生まれた。第 2 外国語のフランス語
は，結構話すようになった。第 3 外国語のスペイ
ン語は，キューバからの研修生 16 名の工場での
外国語教育への思いと期待 523
各部門の研修で，通訳をしなければならない。主
語を省けるので，英語以上に同時通訳をこなすよ
うになった。ポルトガル語は，スペイン語に近い
し，ほぼ不自由なく操れる。江戸川大学学生で，
今も時々テレビに出るシモネさんと，ポルトガル
語で何度か話したこともある。ドイツ語やイタリ
ア語は何とかなりそうである。学習して，少々の
挨拶ができる言語は，ロシア語や，ギリシャ語。
英語の祖語，インドヨーロッパ語は，そう遠くな
い言語である。数か月滞在すれば結構覚えられる
はずである。又，日本人の武器は，中国語，韓国
語ではないか。中国，韓国は私の時代近くて遠い
国であった。しかし，韓国語は，語順が近い。ハ
ングル表記となって遠く感じてしまうが，似てい
る言語とされる。中国を訪問して，嬉しいのは，
発音はできないけれど，漢字が読める。新聞に書
かれた内容がある程度伝わる。筆談も結構できる。
これは，中国の人口を考えれば凄いことである。
中国語の語順に慣れよう。英語の語順に近い。工
場案内をする人で，日本語の語順で，英語で話す
人がいた。これは惜しい。英語の語順で言わねば
ならない。英語を習得し，英語の語順に慣れれば，
ヨーロッパの他の言語は，そう難しくはない。そ
れと大事なのは異文化である。竹村健一氏の「日
本の常識は，世界の非常識」は有名である。前述
したが，日本人は，細かい規則を作るのが大好き
だと思えてしまう。規則の為の規則が多い。窮屈
である。開放的になろう。理解してあげよう。今，
一度「おもてなし」よりもっと大事なのは「思い
やり」ではなかろうか。
不幸にも，日本軍部は大戦へと突き進んでしま
ったが，日本人の伝統は，「戦いは起こさず，平
和を守る」である。東京五輪は，その日本人の美
徳を世界に広く伝播することではなかろうか。
